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生年月日　1982年 4月大阪府生まれ
最終学歴　2007年神戸大学工学部
　　　　　自然科学研究課建築学専攻
業務経歴　 2007年㈱安井建築設計事

務所入社/現在、大阪事務
所設計部主任

●担当した主なプロジェクト
2010年　クロバー東京営業所
2011年　小池ビル
2013年　堺地方合同庁舎
2014年　hu+gMUSEUM
　　　　（ハグミュージアム）
2015年　神戸大学先端膜工学拠点
　　　　 自邸（住居NO.1）
●受賞
学校法人大阪初芝学園北野田キャンパス
　第5回大阪サステナブル建築賞
hu+gMUSEUM（ハグミュージアム）
　大阪環境にやさしい建築賞

■青年技術者のことば

『想像を超える建築を求めて』

設計することは苦しい。とても、

とても。毎日帰るのは遅くなる

し、家族はほったらかしで迷惑を

かけるし、かわいい息子や娘と遊

べないこともたまにではない。

でもやめない。なぜかやめられない。

とても不思議なので、設計の醍醐

味について今回考えてみた。

たぶん僕が考える設計をすること

の最大の楽しみは、設計を進める

中で自分自身も想像できなかった

世界にたどりつくという体験がで

きるということなのだと思う。

関係者と対話を繰り返し、まだ見

えない空間を想像し、声にならな

い想いを読み取りながら、困難な

壁を乗り越えようとする際に何度

か想いもよらないブレークスルー

を経験することができた。

想像を超える建築へと昇華させる

方法はとてもシンプルで、多くの

人と協働する中で、一人一人が一

生懸命考え、チャレンジし続ける

ということに尽きるように思う。

場所の力や、地域の文脈、まちの

歴史や未来とも対話し、一人のア

イデアではとてもたどり着けない

「創造を超える建築」を求めてこれ

からも設計を楽しみたいと思う。

■すいせん者

寺岡宏治

㈱安井建築設計事務所

常務執行役員　大阪事務所長

hu+gMUSEUM（ハグミュージアム）

地域の玄関口にふさわしいにぎわいある外観デザイン

自邸（住居NO.1）

展示エリアをまちに表出させる開放的な空間 屋上水田での田植え体験イベントの開催

開放性と閉鎖性の共存するファサードデザイン

緑を取り込む横連窓 開放的なリビングスペース 吹抜を見下ろすフリースペース


